
第 16 回管理運営 WS 課題まとめ「パンフレットについて」

検討項目
意見やアイデア

Aグループ Bグループ

作成の目的は？ ・施設の案内

どんな施設なのかを市民に知ってもらう

・市民活動、ボランティア活動に興味を持ってもらう

・はにぽんプラザは、本庄市の文化を発信する場所、新しい文

化を創造する場所であり、この施設に合ったパンフレットを

作成してもらいたい

・パンフレットは、目的別・配布先別に作成

◆総合案内パンフレット：B4 サイズ、三つ折り

◆個別案内パンフレット：B5 サイズ程度

（例：学校用、ボランティア団体・NPO 法人用、事業用）

様々な用途があるので、利用する人達に分かりやすいよう、目的

別・配布先別に作成し、「目的」を強調する

ターゲットは？ ・全市民

学童を含めた青少年、働き盛りの青壮年、高齢者や各団塊の

世代等、様々な人達を対象とする

・市民

・施設利用者

施設の特徴は？ ・若い世代も交流したり、利用できる施設

・働き盛りの人達の憩いの場

・高齢者も安心して趣味を活かした活動ができる

・各施設の図面

ステージの広さや高さ、設置可能な看板の大きさ、収容人数等は

施設の特徴なので、記載してほしい

・各施設の特徴などをイメージしてもらうために、写真を載せる

載せるべき内容は？

（市民が知りたい情

報は？）

・利用方法や利用料金

・各施設の写真

・明るいイメージで、スポーツや民踊、ダンスなど、趣味を通

して健康づくりをしたり、様々なことを学べる施設として利

用できること

・見る・聞く・話す・作る・飾ることができる施設

学んだことを発表したり、展示したり、情報交換ができるこ

と（切磋琢磨）を記載してほしい

・全景写真（初めて訪れる人達の目印となる）

・コンセプト

・利用手続と利用料金

◆分かりやすくする

◆単位を明示（「円」だけではなく、「円/1H」、「円/1 回」等）

・施設平面図（位置図は不要）

・各部屋の用途例

写真やイラスト等を用いてイメージしやすくする

・利用可能な機材や備品一覧

施設で何が利用可・不可なのかを記載してほしい

・所在地、電話やFAX、ホームページアドレス

所在地や地図は一番目立つ場所に記載する

・交通の案内

◆地図やアクセス方法と時間、駐車場の位置や収容台数

◆はにぽん号等の巡回バスの時刻とルート

・展示ホールの年間展示予定表（別刷り）

・はにぽんの紹介、はにぽんプラザの愛称説明

はにぽんの認知度を高めるため、また、なぜ「はにぽんプラザ」

という愛称をつけたのかという説明も必要ではないか

ページ数や装丁等の

構成の工夫は？

（紙の大きさや折り

方、情報の掲載順序

等…）

・大きい文字で、写真やイラストの説明入り

文字ばかりでは読まない、見ない

・文字は少なく、図や絵、写真を多くする

・鞄に入るくらいの大きさ（参考：伊勢崎市民プラザ）

・見開きで全体が分かる装丁

（参考：越谷市市民活動支援センター）

・A4サイズ、四つ折り

・細かい内容については別冊に記載（参考：伊勢崎市民プラザ）

・料金表は別刷り

・文字のサイズは大きくし、箇条書きで読み易くする

・料金表は別冊

料金等の改訂される可能性が高いものは別冊に記載

・A4サイズ以内で、カラー印刷

・B４サイズ

・グレースケール

・用紙：つや消し

・カラー印刷で、用紙は安いものを使用

捨てられることも考え、適度な紙質とする

・ホームページなどにパンフレットを掲載する際には、印刷をした

文字が小さくなる場合があるので、出力対応する

その他何でも

（キャッチコピー、

情報の掲載順序、紙

質、写真、色等…）

・施設内の紹介写真、利用案内、図面、料金表

・施設全体のイメージ写真

・見る、聴く、学ぶ

・「はにぽん」を表紙に入れる

・表紙にキャッチコピーがあると良い

・キャッチコピーはダサくならないように、専門家の意見を聞

いた方がよい（一般の方のアイデアも大切である）

・訪れてみたくなるようなパンフレット

・「本庄市の色」があるなら、パンフレットも市のカラーにする

・贅沢な仕様でなくても良い

・飲食店や弁当屋などの一般企業に広告を出してもらう

企業に印刷代を一部負担してもらい作成することができ、また、

はにぽんプラザで飲食したり、近隣で飲食できる店の紹介として

も活用できる

・空きスペースは勿体ないので、作らない

様々な情報を記載する等、空きスペースを有効活用する


